
令和６年度
イノベーション探究基礎

論題（目的）及び仮説の設定



探究の流れ

前回の振り返り

探究のテーマを決める
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テーマに沿って資料を集める

論題（目的）仮説を立てる

研究方法を検討する

データを集め，分析をする

成果をまとめ，発表する

成果を振り返り，新たに論題をたてる

研究方法を検討する

先行研究の収集

キーワードとマインドマップ

論題（目的）仮説を立てる

研究方法を検討する



本格的な探究活動を始めるまでに
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〔キーワード〕

『テーマ』の設定

『論題（目的）』の設定

『仮説』の設定

= 大まかなジャンル

= 題材(大まかな内容)

= 具体的な内容

=内容を合理的に説明

探究のテーマ

探究の課題



テーマ設定のプロセス

『キーワード』に関する文献を見てみる

心惹く問題があれば，さらに詳しく読む

改めて，その問題が面白いか自問

文献を深く読み進め，情報を整理

まずは文献に触れる＝あっさり読む

興味があるものをより深く

興味を持ち続け，深く調べられますか？

『テーマ』としてふさわしいか検討する

おもしろい！

面
白
く
な
さ
そ
う…



テーマ設定の重要性
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漠然としたまま
探究する

適切なテーマで
探究する！

研究内容も漠然とし，
ぼやけたものになる

深く，興味深い
研究内容になる！

より良い探究活動のためには・・・

テーマを漠然としたままにせず
適切なテーマを設定する！



例 テーマ「音楽」
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「音楽」

ジャンル 人の感性 楽器 歌 空気の振動
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ン

ア
ガ
る
曲

サ
ガ
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ピ
ア
ノ

落
ち
着
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曲

捗
る
曲

民
族
楽
器

フ
ル
ー
ト

ギ
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ー

ゴ
ス
ペ
ル

合
唱

作
詞
作
曲

歌
唱
力

音
波

水
を
伝
わ
る
音

電
子
音

社 会

民
族
音
楽

ジ
ャ
ズ

音
楽
の
歴
史

著
作
権
法

音
楽
産
業

・・・・・etc.

何をどう深めていいのか定まらない
結果として深められない
つまり，探究が進まない



例 テーマ
「効率のよい勉強のために音楽をどう利用できるか」
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リラックスできる音楽とは

1/f揺らぎとは

聞いているときの脳波との関係は

いつ聞くのが効果的か

実験や実証が可能そうだ

探求した結果を受けて
社会に提案できるものが出てくるかも

そこで，テーマ設定をより明確にしてみる

テーマが明確だと，仮説が立てやす
くなり，研究がぶれずにスムーズに

進めることができる



テーマ設定のポイント

おもしろい
興味をもって
探究し続けられる

深く探究する
余地がある

（まだ調べられていない）

３要素がそろったものを
探究活動の『テーマ』とし，更に文献を集める。
興味深く探究できそうなもの

テーマを設定したら論題

すなわち探究の目的を考える！



本格的な探究活動を始めるまでに
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〔キーワード〕

『テーマ』の設定

『論題（目的）』の設定

『仮説』の設定

= 大まかなジャンル

= 題材(大まかな内容)

= 具体的な内容

=内容を合理的に説明

探究のテーマ

探究の課題



論題（目的）設定の意義

10

設定した『テーマ』について，何を探究するのか

より深く探究するために

内容をさらに具体的に絞り込むために

論題を設定する！



探究活動と論題・仮説

今のみなさん

START

GOAL

解決したい課題

問いを立てる

検証する

問いを立てる

検証する

問いを立てる

検証する

論題と仮説

論題と仮説 論題と仮説



不適切な論題とは！
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漠然とした論題

高度すぎる論題

予想・予言の論題

「how to」もの

調べ学習で済むもの

例）平和とは何か
→何を調べ，何をもって結論とするのか？

例）量子コンピュータの高速化は可能か
→量子の知識がないと議論ができない
→実験の設備が三高にはない

例）今年，楽天はリーグ優勝できるか
→神のみぞ知る，根拠となるものが曖昧

例）どうすれば成績が上がるか
→「やり方」を示すのは探究ではない

例）日本における土着宗教の種類
→調べた事項の羅列で終わってしまう

何をしたいのかわからない

工夫次第でできなくもないが・・・

「監督に任せましょう」

成功した本人の体験談でしかない

探究ではない！



Closed question Open question
開いた問い閉じた問い

最
近
の
学
校
生
活
？

最近、学校楽しい？ 最近、学校で楽し
かったことは何？

なぜ不適切な論題が・・・

うん、楽しい！
ううん、楽しくない

YesかNoで

答えられる

問い
○○部に入った！
□□と初めて話した！

会話が深まる

問い

５W1Hを考えた
問いの作成



論題設定の手法（５W１Hのビリヤード法）
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ぶつける質問 取り出される仮の論題

Who 誰が？

What どういう意味？

When
いつから？

いつまで？

Where どこで？

Why なぜ？

How

いかにして？

どうやって？

どのような企業が積極的に行っているのか

誰をターゲットとしているのか

何をもってネット・マーケティングというのか

ネット・マーケティングはいつごろから始まったのか

今のまま，将来も有効な販売戦略となり得るか

盛んに行われている地域や国はどこか

なぜネットによるマーケティングをするようになったのか

現在まで，どのように発展してきたのか

さらに有効に利用するためにはどうすればよいか

（例）キーワード：広告 ⇒文献調査⇒ テーマ：「インターネットによるマーケティング」



論題（目的）の決定
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ビリヤード法（５Ｗ１Ｈ）の検討から

その問題を論題とする 背景 があり，
探究活動の内容が 具体的に イメージでき，
興味・関心をもって 議論できそうなもの を
『論題（目的）』とする



論題（目的）の決定
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ぶつける質問 取り出される仮の論題

Who 誰が？

What どういう意味？

When
いつから？

いつまで？

Where どこで？

Why なぜ？

How

いかにして？

どうやって？

どのような企業が積極的に行っているのか
誰をターゲットとしているのか

何をもってネット・マーケティングというのか

ネット・マーケティングはいつごろから始まったのか

今のまま，将来も有効な販売戦略となり得るか

盛んに行われている地域や国はどこか

なぜネットによるマーケティングをするようになったのか

現在まで，どのように発展してきたのか

さらに有効に利用するためにはどうすればよいか

（例）キーワード：広告 ⇒文献調査⇒ テーマ：「インターネットによるマーケティング」

すべての企業はインターネットによる
マーケティングを着手すべきか



論題（目的）の背景
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仮に『論題（目的）』を
「すべての企業はインターネットによるマーケティングに着手すべきか」
とした場合，その問題にはどのような背景があるか。

・ネットマーケティングにはメリット・デメリットがある
・マーケティングの仕方次第で，企業のチャンスにもなるが，
自社の存在を危うくするかもしれないと感じている企業もある

・ネットでのマーケティングを模索している企業が数多くある
・・・・etc.

しっかり設定できた『論題』ならば，

その背景を捉えやすく，

一貫して探究活動が進められる！
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論題（目的）から『仮説』の立証へ
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なぜ，仮説を立てるのか？

仮説なしで探究 仮説を立てて，探究

何を立証するか
あいまいで，

論点がずれかねない

論点が絞られ，

探究活動の
本質が理解しやすい

判りやすい
発表にもなる

仮説を立てると，探究しやすい

合理的説明のための仮の説



仮説を立てるとなぜ探求しやすいか
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仮説を立てない 仮説を立てる

論題を深めるために
何をどう調べようか？

立証するためにどのような
方法で検証しようか？

調べた結果から
何が考察できるだろうか？

仮説が正しい 仮説は間違っている

新たな仮説を提唱してみよう

考えた考察からどんな
ことを結論としようか？

何をどうするのか
その都度考えることになる

やるべきことが明確になるため，
探究の目的や方針がぶれない

社会に提唱しよう さらに検証してみよう

では、どうやって

仮説を立てればよいのか？

論題の関連事項を数値化してみる



論題に関係することを『数値』で表すと
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従属変数
変化させる要因に伴って変

わる事象

「しらべたいもの・結果」

独立変数
従属変数を
変化させる

要因・原因

独立変数

独立変数独立変数



《４QS法》 The Four Question Strategy （フォークス）

変化するものとその変化に影響をおよぼす要因を
変数として意識化させ，仮説の文章化を導く

論題に関係することを「数値」で表す

従属変数
論題の直接的な数値
調べたい結果

独立変数
従属変数を変化
させる原因



具体的な従属変数・独立変数（４QS法）
「すべての企業はインターネットによるマーケティングに着手すべきか？」

従属変数
（結果を示す量）

ネットのマーケティン
グによって得られる

企業利益

独立変数（要因）
マーケティングに
使った金額

従属変数の定量化
（結果の限定）

ある商品の
売上高を調査

独立変数の変化
（要因の変化）

過去のネットマーケティングに
使った金額の変化

仮説
商品の売上は
ネットマーケ
ティングに
使った金額に
正の相関関係
がある関連させて

提言
ネットマーケティン
グに着手していない
企業は，利益のため
に着手すべきだ



複数の独立変数（要因）があることも……

仮説を立証するために必要なデータ・情報を
取捨選択し，仮説を立証する

誰をターゲットにしているのか？
ネット以外のマーケティングは？
どこでマーケティングしているのか？

数値化することで立証の根拠が見えてくる



テーマ・論題・仮説が設定できたなら・・・・・・

研究対象のデータを集め、分析を進める
＜探究活動の本格化＞

仮説を検証するための研究方法の検討
すなわち、どうやって研究データを集めるのか？
テーマも論題も仮説も研究方法も

参考文献の精査がポイント・・・
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５W１Hのビリヤード法を用いて
仮の論題をつくってみよう

はじめに
キーワードとテーマは

から



テーマ「最も効率の良い教室掃除の仕方とは」
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ぶつける質問 取り出される仮の論題

Who だれが？

What どういう意味？

When

いつから？

いつまで？

Where どこで？

Why なぜ？

How

いかにして？

どうやって？

例：キーワード＝『 』⇒文献調査⇒テーマ＝『 』

以上の検討から，この例では仮の論題として
『 』とする。



次回の探究基礎は

５月３１日（金）６校時 大講義室

「データの分析と検討」
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